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3 ご来賓の紹介１これからも学び続けよ！

本校（IT短大）の卒業
式が18日(火)に同キャン
パスで開かれ、高度IT技
術を学んだ44名の学生
が、学び舎を巣立ちまし
た。
酒井雄一学校長は式辞

で『高度なIT技術や社会
人基礎力を学んだ皆さん、
ここでの学びに自信を持
って社会で活躍して欲し
い、しかし、常に学び続
け欲しい』とエールを送
りました。
セキュリティーコース

の篠田大和（鹿島高卒）
さんは「ここでの学びを
活かし、地域や企業に貢
献していきたい」
と意欲を燃やし
ていました。

◇知事メッセージ：様々な社会課題が山積
する中、AIやIoTを地域社会やビジネスに
活かし、新たな価値創造に挑戦して欲しい。

セキュリティコース総代の篠田大和（鹿島高卒）さん

茨城県産業人材育成課

課長 鈴木貴裕 氏

初めて迎え入れたインドネシア留
学生が、二年間の学びを優秀な成績
で卒業を迎えました。留学生に対し、
学内はもとより学外からの厚いご支
援を頂きました。
金本節子(茨城大名誉教授)さんは

「確かなIT技術も学んだが、大学の
人的フォローが良かった」と笑顔で
話されていました。また、当初から
留学生を担当した学務の成松伸行さ
んは「早い二年間でした。苦労も多
かったと思いますが、努力した二人
です」と目頭を熱くしていました。

2  留学生、感謝を込め卒業！

◇高度なIT技術と社会人基礎力を身に付け
た卒業生の皆さんは、社会ニーズにマッチ
し魅力的だ。社会への貢献に期待したい。

茨城職業能力開発推進協議会

会長 外山和夫 氏

システムコース総代小針（日立商高卒）さん

4  卒業式のスナップ①

ITから
創造した未

来へ

生産管理コース総代ディアナ（インドネシア教育大卒）さん

左から 金本節子茨城大学名誉教授、ディアナさん、
シハブさん、学務課 成松伸行さん

http://www.ibaraki-it.ac.jp/

